
第１章 教育課程

１．基本理念

「自分らしさを未来へ」～学ぶ、つながる、創造する～

２．学校教育目標
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４つの育み

人間尊重の心を育む

生きる力を育む

主体性を育む

社会性を育む

自分を大切にすることはもとより、自分以外の人たちの個性

を知り、認め、協調することで、一人一人がありのままの自

分を心から好きになれる学校を目指します。

積極的なコミュニケーションやチャレンジを通して“未来を

たくましく生きる力”を育み、一人一人が広い世界へダイナミ

ックに羽ばたいていける学校を目指します。

基礎を大切にすることはもとより、何事も主体的に学び、考

え、探求することで、一人一人が自らの「確かな学力」「たく

ましい心身」の育成を実現できる学校を目指します。

地域と協働し、一人一人の社会性・協調性の育成を実現で

きる学校を目指します。
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３．目指す生徒像

４．目指す教職員像

４つの像

心優しい生徒

自律した生徒

主体的な生徒

地域を愛する生徒

自分を大切にし、他者理解に努め、人生を通して命と人権

を何よりも大切にできる生徒

自分自身を律し、グローバルな視点を持ち、いかなる経験

も自らのさらなる成長につなげることで、未来をたくましく生

きていける生徒

失敗を恐れず、何事にも主体的・意欲的に取り組み、自らの

「確かな学力」「豊かな人間性」「たくましい心身」を実現す

るために努力できるパワフルな生徒

地域と協働し、大人になってからも地域社会で個性を輝か

せながら地域と互いに育むことのできる生徒

４つの像

人権感覚に優れた行動

教育的使命感に基づいた行動

専門的知識に基づいた授業実践

生徒・家庭・地域との信頼関係

「命と人権」をキーワードにした教育活動

個々の生徒の良さや豊かな人間性を高める教育活動

「主体的に学びに向かう力」の育成を意識した分かりやす

い授業の創造

「共に学び、共に育つ」教育の創造に向けた開かれた学校

づくり



５．授業日数及び授業時数の配当

（１）年間授業日数配当表(Ｒ６)

学年／月 ４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 合計

第１学年 １４ ２１ ２０ １４ １９ ２２ ２０ １６ １８ １８ １５ １９７

第２学年 １６ ２１ ２０ １４ １９ ２２ ２０ １６ １８ １８ １５ １９９

第３学年 １６ ２１ ２０ １４ １９ ２２ ２０ １６ １８ １８ １０ １９４

《備考》令和８年度入学式 ４月 日（ ）

創 立 記 念 日 ５月２５日（月）？

卒業証書授与式 ３月 日（ ）

（２）各教科、各領域等の年間授業時数配当表（年間時数）

教 科 等 学 年 １年 ２年 ３年 〈備考〉

①創意を生かした教育活動

国 語 １４０ １４０ １０５ ・「主体的に学びに向かう力」を意

社 会 １０５ １０５ １４０ 識した教育活動の推進

教 数 学 １４０ １０５ １４０ ・ＩＣＴ機器の導入と活用につい

理 科 １０５ １４０ １４０ ての研究

音 楽 ４５ ３５ ３５ ・毎朝１０分間の上中タイム

美 術 ４５ ３５ ３５ ・ＡＬＴによる指導の充実

科 保健体育 １０５ １０５ １０５ ・特別支援教育の推進と充実

技術・家庭 ７０ ７０ ３５ ・通級指導の推進

外国語(英語) １４０ １４０ １４０ ・生徒会活動の推進

特別の教科 道徳 ３５ ３５ ３５ ・地域社会と連携の推進

特別活動 ３５ ３５ ３５

総合的な学習の時間 ５０ ７０ ７０

総 計 １０１５ １０１５ １０１５

①各教科、特別の教科道徳、特別活動、総合的な学習の時間の週当たりの授業時数配当の基準を

重視し、上表の年間標準授業時数を確保する。

②標準授業時数を確保するためには、年間３期に分けて実施する。

③学校行事と各教科との関連を図り、行事そのものの見直しや精選・削減を図る。


